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要求書を県教委と手交（10月 20日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

 

 

 

 

  

 

 

 

佐賀県高等学校 

 教職員組合 

 〒849-0916 佐賀市高

木瀬町東高木227-1 

発行人 佐賀県 

高等学校教職員組合 

 ℡ 0952-31-7711 

 FAX 0952-31-7713 
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全
国
・
県
内
の
活
動
予
定
を
掲
載
し
て
い
ま
す
！ 

あ
わ
せ
て
県
教
委
、
管
理
職
、
教
職
員
の
そ
れ

ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
や
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
業
務
改
善
を

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
で
き
る
こ
と
を
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ

と
し
、
校
長
会
な
ど
で
も
度
々
話
を
し
て
い
る
と

述
べ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
校
任

せ
の
政
策
に
な
ら
な
い
よ
う
、
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

組
合
：
新
た
な
研
修
制
度
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

県
：
文
科
省
の
通
知
を
踏
ま
え
現
在
は
制
度
設
計

を
し
て
い
る
段
階
。
明
確
に
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ
た
現
場
教
職
員
の

資
質
向
上
の
た
め
有
益
な
も
の
に
し
た
い
。 

組
合
：
自
然
災
害
時
は
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
教

職
員
の
安
全
を
考
慮
し
た
学
校
運
営
を
。 

県
：
教
職
員
も
児
童
生
徒
も
い
の
ち
を
大
事
に
す

る
こ
と
が
前
提
。
学
校
運
営
自
体
は
校
長
の
責
任

の
も
と
で
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
校
長
会
等
の
場

で
も
指
導
し
て
い
き
た
い
。 

組
合
：
女
性
の
妊
娠
中
の
母
体
保
護
の
た
め
加
配

を
す
す
め
よ
。 

県
：
現
在
小
学
校
担
任
、
中
学
校
体
育
の
み
で
お

こ
な
っ
て
い
る
加
配
を
県
立
学
校
で
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

組
合
：
養
護
教
諭
の
複
数
配
置
を
す
す
め
よ
。 

県
：
繁
忙
期
加
配
は
現
状
維
持
を
す
る
よ
う
に
財

務
課
と
交
渉
し
て
い
き
た
い
。
加
配
に
事
務
処
理

担
当
を
つ
け
る
た
め
に
は
制
度
整
備
が
必
要
。 

組
合
：
現
業
職
員
、
工
業
科
・
農
業
科
職
員
に
対

お知らせ 

 

【県教委交渉】 

３回目(専門部) 

 

12月 5日（月） 

15：00集合 

市町会館３F 

 

要求実現のため

に、分会、専門

部から多数の参

加をお願いしま

す。声をあげる

こと、参加するこ

とが大事な組合

活動です。ご協

力をお願いしま

す！ 

 

 

 

 

2022 年秋季要求交渉 

す
る
業
務
上
必
要
な
被
服
費
を
確
保
せ
よ
。 

県
：
現
在
の
予
算
で
は
十
分
で
な
い
と
い
う
事
を
把
握

し
、
予
算
増
額
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

組
合
：
正
規
採
用
を
増
や
し
て
人
材
確
保
を
。 

県
：
可
能
な
限
り
新
規
採
用
者
を
増
や
し
欠
員
を
な
く

し
た
い
。
人
材
確
保
は
毎
年
改
善
を
は
か
り
な
が
ら
い

い
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

そ
の
他
の
要
求
・
質
疑
に
つ
い
て
は
国
に
準
じ
て
行

っ
て
い
る
と
の
回
答
が
多
く
み
ら
れ
、
県
独
自
で
対
応

す
る
こ
と
を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
事
が
重
要
で
す
。

今
年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
勤
務
実
態
調
査
か
ら
、
ど
の

程
度
我
々
の
働
き
方
が
改
善
さ
れ
て
い
く
か
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
、
全
国
が
一
丸
と
な
っ
て
国
に
対
し
て
も

要
求
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。 宮

崎
充
宏
さ
ん
（
唐
津
特
別
支
援
）
は
「
寄
宿
舎
の

主
任
・
副
主
任
の
人
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
夜
勤
が

週
１
泊
だ
。
何
か
あ
っ
た
時
に
役
を
も
っ
た
人
が
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
、
今
の
人
数
が
適
正
か
判
断
し
て
ほ

し
い
」
と
現
場
か
ら
の
声
を
訴
え
ま
し
た
。 

山
口
忠
次
さ
ん
（
白
石
高
商
業
キ
ャ
ン
パ
ス
、
執
行

委
員
）
は
、
長
年
実
施
さ
れ
て
い
な
い
現
業
職
の
採
用

試
験
の
実
施
を
訴
え
ま
し
た
。 

今
回
の
協
議
の
結
果
、
交
渉
団
は
「
人
勧
尊
重
と
い

う
事
で
人
勧
部
分
は
や
っ
て
く
れ
る
と
思
う
け
れ
ど
、

物
価
上
昇
に
は
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
３
年
ぶ
り
の
改

善
と
い
う
事
で
、
妥
結
や
む
な
し
と
し
た
い
。
現
業
職

の
給
料
表
は
で
き
た
ら
速
や
か
な
説
明
を
求
め
る
、
と

い
う
条
件
を
つ
け
て
妥
結
や
む
な
し
と
す
る
」
と
永
尾

委
員
長
が
交
渉
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

２
０
２
２
年
度
の
賃
金
等
に
関
わ
る
交
渉
を
１

０
月
２
０
日
（
木
）
、
１
０
月
２
４
日
（
月
）
の
２

日
間
、
県
教
委
と
行
い
ま
し
た
。 

今
年
度
は
給
与
改
善
に
つ
い
て
「
人
事
委
員
会

勧
告
ど
お
り
給
与
・
期
末
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
３

年
ぶ
り
の
賃
上
げ
つ
い
て
予
定
通
り
お
こ
な
う
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
人
事

課
と
前
向
き
に
協
議
す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

在
校
等
時
間
の
縮
減
を
求
め
た
要
求
に
つ
い
て

県
教
委
は
「
学
校
教
育
の
質
を
高
め
、
や
り
が
い

を
持
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
働

き
方
改
革
の
取
り
組
み
は
ど
ん
ど
ん
や
ら
な
け
れ

ば
と
認
識
し
て
い
る
。
教
職
員
の
希
望
者
が
少
な

い
為
、
改
善
を
す
る
こ
と
で
教
職
の
魅
力
向
上
に

つ
な
げ
た
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

物価上昇に見合う賃金の改善を 
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みんなで学ぶ集いの場 ～青年部～ 
 

１１月５日（土）全教中四九ブロック青年部学習交流集会をオンラインで行いまし

た。各県の青年が集まり、全体会では『やさしくわかる！愛着障害』の著者、和歌山

大学教育学部教授の米澤好史先生に講演をしていただきました。愛着障害と発達障害

の理解と支援について、愛着形成のための３つの基地機能や、混同される発達障害と

の違いなど正しいアセスメント・見極めについてお話を聞くことができました。講演

は、１時間という短い時間だったため、参加者からは「もっと話が聞きたかった」「ま

た講演してほしい」との声が多く聞かれました。 

 後の分科会では、「働き方改革」「ハラスメント」「GIGA スクール構想」「ブラック校

則」に分かれ、それぞれの内容で、議論を進めました。長崎から参加された先生は

「働き始めた当初から４年間、学校全体の弁当注文の係だった。一番若いからという

理由か、自分は弁当を注文しないのに、それが慣例で毎日やっていた。係のせいで、

授業の準備が遅れることもあり辛かった。お金が合わない時や弁当が間違っていた時

に怒られるのが理不尽で仕方なかった。」と話した。「組合に相談し、管理職に話をし

てもらい係をする必要がなくなった。 

本当によかったと思う。」とつらい経験を 

話してくれました。 

「他の学校はこんなことしてるんだろ 

うか？」「他県ではどうなんだろうか？」 

おかしいと思う事をおかしいと言える、 

そんな職場づくりをしていくためにも、 

学習会や交流会に参加して、もっと幅広 

い視野を持ちたいです。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

米
澤
好
史
先
生 

愛着障害につ

いて詳しく知り

たい方は、講師

の書籍を贈呈

します。お気軽

に高教組に連

絡ください。 

 

夜間中学について 
 

 ２１年１月の衆議院予算委員会で、５年間ですべての都道府県と政令市に１校以上の夜間中学を設置するこ

とを目指すと当時の菅首相が答弁しました。このことで、文科省が通知や事務連絡で夜間中学に関する広報や

潜在需要の掘り起こしや、設置にむけた一層の推進を都道府県に求めました。 

 県教委は２１年９月～１１月にかけ需要に関するアンケートを行い、２９９人の日本人と、８６０人の外国

人が回答し、通学希望者は日本人９６人、外国人１０７人、年代は１０代から６０代以上まで幅広かったと公

表しました。 

今年度、設置を協議する検討委員会(１０名)を設置し、６月の初会合では入学対象範囲等を議論し、９月の

２回目会合では県立とすること等を議論しています。 

県教委は１０月２６日(水)の新聞で、県立夜間中学２４年４月開校、佐賀北高通信制校舎に設置と、いきな

り発表しました。 

北通内では誰もが初耳状態で、現場の声を聞かない県教委の暴走ぶりが今回も発揮された事に不信感が高ま

っています。北通の校舎は長年の要望がかない、やっと最近移転新築されています。しかし、そこに夜間中学

を置くには職員室や教室の広さ等いくつかの問題があると、さっそく現場からの報告がありました。また、北

通では、音楽などの授業については全日制の音楽室を使用している科目もあり、実技系科目は通信だけのこと

では無く、むしろ全日制との調整が大きいのではないかと指摘されました。 

今後、校名、校歌、校章、教職員の兼務、施設改修、開設業務等が現場負担にならないよう要求していきま

す。 
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これってどうなの？ 兼職・兼業 
  

先日分会からこんな問い合わせがありました。 

 「地区の区長を依頼された。相応の手当が出るらしい。兼職兼業にあたるのか？やることはできるのか？服務上

の事として知りたい。」 

 皆さんご承知の通り、公務員の副業は基本的には認められていません。教職員の営利企業等への従事の場合

の服務の取り扱いについては「教職員の兼職・兼業（学校教育外学習指導等）に係る服務の取り扱いについて」

（昭和 52 年 12 月 1 日付教委教第 597 号、県教育長通知）により通知されています。営利を目的とする私企業

を営むことを目的とする会社その他の団体の役員、顧問、評議員など、「報酬」を得て事業・事務に従事する場合

は、県教育委員会の許可を要することとなっています。 

「報酬」とは、経済的なものであれ、一時的なものであれ、労働の対価として支払わ

れるものすべてであり、賃金、給料、手当その他の名称のいかんを問わないとされてい

ます。なお、旅費や単なる謝礼金程度の講演料などは報酬に該当しないと考えられて

います。「兼職」とは、同一地方公共団体における他の職員の職を兼ねることをいい、

「兼業」とは、それ以外の場合をいいます。また、承認・許可の期間は、原則として 1 年

をこえないものとされています。職務の遂行に支障が生ずると認められる場合や、公務

員としての信用又は品位を傷つけ、父兄・住民の信頼を損なう恐れがあると認められ

る場合、教育上好ましくないと認められる場合などの場合は許可・承認されないことと

なっています。 

教職員課に問い合わせたところ、今回の場合は「手当＝報酬」である為、兼業に対し

ての許可が必要とのことでした。いずれにしても、「報酬」が発生する内容に従事する

場合は県教育委員会の許可が必要となってきますので、管理職へのご相談をお願いし

ます。また、報酬が 20 万円以上になる場合は確定申告が必要となりますのでご注意

下さい。 

 

※勤務時間外において、報酬を受けずに特別職の職務に従事することについては、「許可・承認」はい

りませんが、地公法３５条の職務専念義務等の関連で規制を受けることに関しては留意しましょう。 

 

【人事異動】 
『重点異動・留任』のご相談がある先生は、

分会または本部直接ご連絡ください。困り

事、相談、訴え、人事に関わるどんなことで

も、まずはご一報ください。１２月６日まで

にお願いします。 
 

【役職評価】 
１１月３０日が〆切です。 

提出にご協力お願いします。 

 

【分会定数要求】 
未提出の分会は１２月１０日までに提出を

お願いします。 

 

○鈴木大祐さん（教育研究者、高知県土佐町議会議員）講演会○ 
～先生が先生になれない世の中で～ 

１１月２５日（金）１８：３０～  唐津文化体育館ホール 
～子どもと教師が輝く学校になるために私たちに出来る事～ 

１１月２６日（土）１０：００～  サンメッセ鳥栖 
★参加費５００円 参加費は高教組が負担します 参加報告を高教組へお願いします★ 

バレーボール交流会 
 

 11月 5日（土）10時から、小城市の牛津体育センタで

バレーボール交流会を開催しました。交流会としたの

は、分会で単独チームができない状況があるので、少人

数や一人でも参加できるようにしました。組合の県内行

事はほとんどが未組合員を誘って参加できるようにして

います。今回、唐津特別支援学

校からは 7 名の未組合員の参加

がありました。述べ12名が参加

し、ウオーミングアップ後 2 組

に分かれて２ゲームを行い、バ

レーボールを楽しみました。最

後に記念写真で終わりました。 
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♥
佐
高
教
組
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

随
時
受
付
中
！(

担
当
・
佐
賀
中
央
法
律
事
務
所 

ま
ず
は
高
教
組
へ
お
電
話
を) 

詳しくは折り込みチラシで 

全教共済 秋募集締め切り迫る!! 
 

医療共済、生命共済、傷害共済の新規加入は

11 月 30 日（水）までです。生命共済 40 歳までの

方は月々一口 90 円で 100 万円の給付（20 口ま

で）。年齢によって掛金が変わり 

ますのでご相談ください。 

私も今の保険を見直して、 

20口加入しました。（松尾） 

 

キャッシュバックキャンペーン 
11 月 30 日まで！ 

①新採者が組合と共済に加入で 20,000円。 

②組合員で総合共済に新規加入で 3,000円。 

③分会で 3 名の共済加入達成で 10,000 円相当の

ギフトをプレゼント 

12月からは新たなキャンペーンが始まります。 

 

佐高教共済会 電話 0952-30-0885 

今後の予定 

11月 18日   (全)現業部中央行動 

   19日   全国学校現業職員研究集会 

19.20日 全国教職員学習交流集会 

   19.20日 はたらく女性の中央集会 

   26日   (全)事務職員部全国代表者会議 

   27日   定通進学説明会 

12月 2日   就職連絡会中央行動 

3日   （全）全国委員長・書記長会議 

   5日   定数・専門部要求交渉 

   9日   教育全国署名集約集会 

   10日     人事対策委員会 

   10日   養護部常任委員会 

   10日   中四九ﾌﾞﾛｯｸ現業職員学習交流集会 

   11日   (全)臨対部全国代表者会議 

執
行
委
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

ク
ラ
ス
通
信
と
私 

 
 
 
 
 
 
 

 

川
﨑 

秀
樹
（
鳥
栖
工
業
定
時
制
） 

教
員
生
活
も
３
０
年
を
超
え
、
今
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
に
「
ク
ラ
ス
通
信
」
が
あ
る
。
担
任
経
験
が
２

０
年
を
超
え
て
も
、
面
と
向
か
っ
て
言
い
づ
ら
い
こ

と
や
伝
え
そ
こ
な
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
時
に

「
ク
ラ
ス
通
信
」
は
役
に
立
つ
。
私
が
「
通
信
」
を

始
め
た
の
は
ク
ラ
ス
経
営
に
支
障
を
き
た
し
た
頃
だ

っ
た
。
そ
れ
で
も
月
に
１
回
程
度
の
発
行
し
か
出
来

な
か
っ
た
。
数
学
担
当
の
先
生
と
ペ
ア
で
担
任
を
持

っ
て
い
る
時
、
毎
週
「
通
信
」
を
発
行
さ
れ
て
い

た
。
要
は
、
あ
ま
り
踏
ん
張
ら
ず
気
楽
な
気
持
ち
で

な
い
と
続
か
な
い
と
い
う
こ
と
。
「
明
日
も
学
校
に

来
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
生
徒
に
持
た
せ
る
た

め
、
い
ろ
ん
な
話
題
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
１
週
間

分
の
学
校
行
事
は
当
然
知
ら
せ
る
。
１
年
生
担
当
と

な
る
と
生
徒
に
と
っ
て
は
心
強
い
し
、
い
ろ
ん
な
話

題
に
触
れ
る
担
任
の
気
持
を
生
徒
も
理
解
し
て
く
れ

る
。
一
石
二
鳥
で
は
な
い
の
か
。
一
昨
年
は
「
鬼
滅

の
刃
～
無
限
列
車
編
～
」
の
映
画
に
触
れ
て
日
本
の

ア
ニ
メ
文
化
に
つ
い
て
語
る
コ
ラ
ム
を
書
き
自
己
納

得
し
て
い
る
。
最
近
で
は
安
倍
元
首
相
襲
撃
事
件
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
＆
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
、
著
名
人
の

死
去
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
、
三
遊
亭
円
楽
師
匠
）
、

神
無
月
の
所
以
、
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
話
題

は
尽
き
な
い
。
紙
面
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
沢
山
は

書
け
な
い
が
、
こ
こ
数
回
は
文
字
を
大
き
く
し
て
見

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
気
が
か
り
な
の

は
、
手
間
暇
か
け
た
わ
り
に
生
徒
た
ち
が
ど
う
反
応

し
て
く
れ
る
か
で
あ
る
。
Ｈ
Ｒ
で
は
通
信
に
つ
い
て

触
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
教
室
に
も
１
部
掲
示
し
て

お
り
、
授
業
中
に
そ
れ
を
見
て
く
れ
る
先
生
も
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
先
生
か
ら
の
言
葉
が
私
の

心
の
支
え
だ
。
生
徒
か
ら
の
見
返
り
を
求
め
な
い
こ

と
が
「
教
育
」
か
も
し
れ
な
い
。 

  

免許取得したのに保険料が高い！ ！  
☆ 例）お子様（18歳）が免許を取得☆ 

「子供が免許取得したけど自動車保険の保険料（6

等級）が高いなぁ。無保険で運転させるのは絶対

ダメだもんなぁ。何かいい方法があれば誰か教え

てほしい！ 」 

☆そんな悩みを抱えておられたら是非ご相談ください！

同居のご家族で良い等級をお持ちであればお子様と

等級の入替をして保険料を抑える 

ことができます！ ！                                  

               

佐賀県高等学校教職員共済 0952-30-0885 
[鳥栖・佐城地区]ライフネクスト (0952-28-7131) 
・担当：池田・井上・立石・橋間 

[唐津･伊万里地区]ライフマスター(0955-77-4731) 

・担当：松岡・大塚・早田 

2023年ちひろカレンダー 
 

組合員価格 １ 本 1000円 

ご自宅用、プレゼント用にいかがでしょうか。 
 

お問い合わせは高教組へ 電話 0952-31-7711 


